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建設常任委員会行政視察報告書 

 

 

１ 期 日  令和元年１０月２日（水）及び１０月３日（木） 

 

２ 視察地及び視察事項 

 (１)富山県富山市 

「コンパクトなまちづくり」について 

 (２)富山県高岡市 

「たかおかストリート構想」について 

 

３ 派遣委員 亀山春夫(委員長)、横田 誠（副委員長)、小暮博志、高橋 功、 

若田部治彦、金子保利 

 

４ 随行者  議事課庶務係 (係長)  恩田俊彦 

 

５ 視察概要 別紙の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(１)富山県富山市 

 

富山市の概要 

・人口     ４１５，９０４ 人 (平成３１年３月末日現在)  

・面積     １，２４１．７７ ㎢ 

・議員定数   ３８人(現在３７人) 

・政務活動費  １５０，０００円/月額 (年間１，８００，０００円会派に交付) 

 

 

視察概要 「コンパクトなまちづくり」について 

 

〇内 容 

・都市マスタープランにより公共交通活性化を目指し、富山市を取り巻く課題に対応し

たコンパクトなまちづくりの必要性から公共交通を軸としたまちづくりを推進して

いる。 

・鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等

の都市の諸機能を集積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパク

トなまちづくりを実現する。 

・公共交通網を富山駅中心に放射状のネットワークの形成 

・公共交通の活性化として LRTネットワークの形成 

・富山ライトレールの整備～JR富山港線の LRT化(低床化と電停のバリアフリー化) 

・市内電車環状線化事業～LRTと都市景観の形成 

・公共交通の利用可能な圏域に 98%が居住(750m圏内) 

・中心市街地活性化等について積雪寒冷地の気候に配慮した全天候型多目的広場グラウ

ンドプラザを整備する。 

これらの取り組みにより、平成２４年６月ＯＥＣＤ(経済協力開発機構)が取りまとめた

「コンパクトシティ政策報告書」の中で世界の先進５都市に選ばれている。 

 

〇所 感 

富山ライトレールや LRTの公共交通網の整備を推進し、歴史と北陸の積雪寒冷地に配

慮し、車社会と鉄軌道を始めとして公共交通を軸としたコンパクトなまちづくりが行わ

れており、財政面からも中心市街地活性化の意義について市民も理解しており、税の還

流と言う観点からも合理的で効果的と理解しております。 

佐野市のコンパクトシティの考え方にもつながるものであります。 

税の投入による市民への還元が高く評価されるような市街地の活性化の推進を期待し

たいと考えます。 

 

 



 (２)富山県高岡市 

 

高岡市の概要 

・人口     １７１，１７４人(平成３１年３月末現在) 

・面積     ２０９．５７㎢ 

・議員定数   ２７人(現員数２６人) 

・政務活動費  ７５，０００円/月(年間９００，０００円) 

 

 

視察の概要「たかおかストリート構想」について 

 

〇内 容 

 高岡市では、北陸新幹線の開業を目前に控え、交流・観光を産業の柱の一つに育て上

げて行く事を意識しながら「歩いて楽しいまちづくり」を推進するため、「歴史都市・

高岡」が誇る歴史的風致を十分に堪能していただける歩行系回遊ルートの整備を図るこ

ととしている。 

「高岡らしい風情や情緒を楽しみながら散策できるまち」をコンセプトにしている． 

 

〇所 感 

市街地が地域の特性から３つにゾーニングされており、１つ目が国宝ゾーン（北陸新

幹線・新高岡駅・瑞龍寺など）、２つ目は中心市街地ゾーン（中心的商店街、ウイング・

ウイング、御旅屋セリオなど市民交流広場、高岡大仏、古城公園など）、そして３つ目

に山町・金屋町ゾーン（国指定重要有形民俗文化財高岡御車山祭りの巡航が行われる土

蔵造りの町並み・山町筋重要伝統的建造物保存地区、高岡鋳物発祥の地金屋町など）と

なっている。 

歴史まちづくり計画・ストリート構想を４００年の培われた歴史・文化、ものづくり

の伝統が醸し出す高岡独特の風情やたたずまいを、見て、触れて、感じながら歩くこと

が出来るルートを定めるとともに歩くこと自体を楽しんで散策できるように整備や魅

力づくりを進めている。行政のみならず、市民、事業者やまちづくり団体等がそれぞれ

の役割分担のもとに公共の空間づくり、市街地を形成する取組みとしては非常に参考に

なる協働のあり方を見ることができた。 

江戸時代 加賀前田家２代目前田利長により開町(城下町)以来「加賀藩の台所」「商

人のまち」として発展してきた歴史的背景を有する町である高岡。佐野市においても藤

原秀郷公が築城したという「唐沢山城」などの歴史的文化財も各所あり、２０１７年１

１月に全国山城サミットも開催されており、佐野市の魅力を引き続き発信し、市街地の

公共空間づくりという観点から、観光資源の一つとしての誘客・佐野市の市街地活性化

を推進していく参考になりました。 


